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ボーリング柱状図
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代  理  人
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栃木県大田原土木事務所 2009-10-27 ～ 2009-10-30
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礫混じり砂状
不規則にφ50～100mmの角礫を混
入する
含水少なく堆積状況は緩い

砂混じり礫状
φ50～250mmの砂岩の角礫を多く
含む
礫間は粗砂が主体

礫混じり砂状
砂が主体で礫の混入は少ない

砂混じり礫状
φ50～100mmの砂岩の角礫を多く
含む
礫間は粗砂主体

やや泥質の細粒砂岩
風化が進みやや褐色を帯びる
コアは殆ど岩片状となる
泥質の細粒砂岩でやや硬質である
割れ目が多く、コアは15cm以下の
棒状～岩片状となる
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